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巻頭言 

 

                           愛媛県立三崎高等学校 

 校長 若江 亨 

 

 本校では、令和元年度を奇跡の年、全国デビューの年と考えています。それでは、

令和元年度に何があったか。まずはもちろん、文部科学省の「地域との協働による

高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の指定を全国20校の一つとして受け

ました。このことが、奇跡と全国デビューの始まりだと思っています。本校は今年

度、入学者数が分校化の基準を下回ったため、分校化が検討される年度となるはず

でした。しかし、この文部科学省の指定を受けたことにより、分校化が見送りとな

りました。奇跡と全国デビューの始まりです。 

本校の地域魅力化は「三崎おこし」という名の地域おこしを新しく立ち上げた校

務分掌の地域協働課を中心にしてスタートさせた時から、本格的に始まりました。

その活動の中で、キーワードが生まれます。「せんたんミーティング」です。本校

は四国の最西端にあります。そして佐田岬半島の「せんたん」にあります。「最西

端から最先端な」活動を実施したい。県内外から、多くの高校生、大学生を「せん

たん」に招いてシンポジウムを行う。その思いが込められた名称が「せんたんミー

ティング」です。この時から、本校は「せんたん」をキーワードにしています。 

そして、「みさこう」、このキーワードは、生徒が考案した健康体操「みさこうた

いそう１１５」から来ています。１１５は健康寿命で１１５歳を目指すという意味

が込められています。この体操をきっかけに三崎高校の愛称・略称を「みさこう」

で統一していきます。学校の努力目標も「みさこう 最高 さあ行こう 最西端か

ら最先端へ」としています。 

生徒募集のために、インパクトのあることを広くアピールする。そのために、キ

ーワードの「せんたん」と「みさこう」がキャッチフレーズとなっています。本校

の様々な地域魅力化の活動・取組には、こうして「せんたん」及び「みさこう」の

ネーミングが採用されているのです。 

全国デビューについて言えば、今年度、生徒と本校ＯＢの菓子店が協働で開発し

た「みっちゃん大福」が「こんなのあるんだ大賞」で全国１位になりました。そし

て、今年度徳島で開催された「エシカル甲子園」では全国２位となりました。また、

全国ネットのテレビ番組にも取り上げてもらいました。そして、全国募集の二年目、

来年度の春は、県外からも多くの入学生を迎えることができます。 

結びになりますが、令和の奇跡と全国デビューのスタートとなったのは、この度

の文部科学省の「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」

の指定を受けたことです。教職員一同、恩返しのつもりで、今後精一杯取り組んで

参りたいと思っています。 
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